
  

 

 

 

 

小学部・中学部マラソン大会 

予定していたマラソン大会が雨のため１月３１日（火）に延

期され心配していましたが、晴天の中開催できました。小学部

では学級ごとに、中学部では男女に分かれてそれぞれに目標達

成に向かって力走しました。 

練習では自分の思った通りのタイムが出せなかったり、距離

を走り切れなかったりと頭を下げて落ち込む様子を見せてい

た子供たちでしたが、本番は保護者の方々の声援に１２０％の

力を発揮してくれました。 

スタートラインに並ぶ子供たちの顔は、やってやるぞという

気持ちの高ぶりやみんなに見られているという思いからか緊張感のある一瞬でした。 

「いい顔しているよ、さぁ がんばれ！！」という思いで応援をしました。 

ゴールした子供の顔は、やり遂げたという達成感と終わったという安堵感でいっぱいの

笑顔でした。練習から本番まで自分自身で目標を決め、目標の上を目指して挑んだそれ

ぞれの思いは、次の学習に向かうための活力になったと確信しています。子供たち一人

一人が、自分の歩幅で前を向いて、自分の力を確かめながら成長するための応援者であ

り続けたいと思います。 

 

 

生徒会役員選挙 

２月６日（月）中学部・高等部生徒会役員選挙が行

われました。立候補した生徒たちは、生徒会役員にな

って取り組むことについて力強く声高らかに演説を

してくれました。学校をよくするために、誰かのため

にという思いを強く持って挑んでいる姿、とても緊張

して、恥ずかしいという思いをもちながらも、みんな

の前で自分の思いを堂々と胸を張り伝える姿は、輝い

て見えました。候補者の真剣なまなざしに応えるよう

に話を聞く生徒たちの姿勢もとても素晴らしかった

です。投票が始まると、それぞれが自分の思いで記入

し、投票箱に投函してくれました。その場で開票があ

り役員が決定しました。選挙である限り、当選と落選が付いてきます。どちらになっても立候

補した生徒たちの思いに私たちが寄り添い、意思表示ができたことを称賛したいと深く感じ

ました。今日の結果を次につながる経験として受け入れ、これからの学校生活に生かせるよう

になってくれると期待しています。 

 

自分を信じて「挑む」ことを続けていこう！！ 
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